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1958年度の自動車界の特色はアメリカ合衆囲への乗用

串の輸出である｡国内 要の一般的な低将によるが,立

遮れていた乗用車がこの2～3年間で急速な進歩をした

ことを示すものである｡また従来も毎年日動申頸の輸王!‡

は増加していたがこれらほ大部分がトラック,バスなど

で乗用車が大‡封こ世界の自動車王国であるアメリカ含衆

へ輸糾され,今後もこの需要が多いに期待できるよう

になったことほ喜ばしい次第である｡

一カ国内の情況をみると,′J､形の二輪車であるモーペ

ットを各社がぶ二産開始したこと,軽三輪車の需要が増加

したこと,同比率構想と思われる軽四輪卓がH現したこ

となどの新しい動きが見られる.｡

このような清発な動きをみせている日動単軌こ対応し

口立製作所でもさらに次への飛躍のために新しい電装品

気化器を数多く発表した｡その主な傾向としてほすべて

の電装品についての′J､形化を図ったこと,四輪車でほ電

圧が6V式より12V式になったこと,点火プラグでは

エンジンの高性能化に伴いロングリーチのものが数多く

なってきたこと｡気化舘でもエンジンの高速化用力向上

の要求に従い二新形の気化雷を研究し,一部生産を開始し

たことなどが上げられる｡

7.1 電 装 品

充電発電機ほ24V 系のものの′ト形化の研究を行い量

産を開始したし.その主なものは350W,500Wであるっ

いずれもカーボンパイル式電圧調整器と組合せて使mす

る｡竃正調盤絡も発電機と同様に小形化への努力を払っ

た｡このうち6V系と 24V 系ほ量産に入っている⊃

始動 動機ほ大形ガソリンエンジンのトラックJ~廿やデ

イーゼルエンジンの人形になると大H力のものが要求さ

れる｡これに応ずるため58年ほガソリン中川として12

V2HPのものを製作したっこれほ現在オーバーランニン

グクラッチを使用Lているものでは最高J!けコのものであ

る｡ディーゼル重用としては従来の10HPよりさらi･こト

第1図12V2HP始動電動機

ルクを大きくした新しい10HPのものを完成した｡ピニ

オンの噛含機構ほ5HPで好 を得ている方式を採用し

たもので,全体的に防塵形になっている｡

配電器ほ最近の傾向としてほとんど真空進角装岸引寸と

なってきたため,従来のものを再検討し全然新設計の

品を完成した｡これはハウジング外径78¢を65¢と

小形にし遠心式進角機 も軽量化されている｡今後これ

を配電器の標準形として香車に適用する｡点火コイルは

小形の割に高電圧を発生するものであるから電気的劣化

を受けやすい｡この解決に数年問研究を続けてきたが,

今回この成果をCシリーズ形番として発売を始めた｡C

シリーズほ形式の頭文字にC文字を便旧=ノているもので

12V式,6V式がある｡

口】､ヒ独特の製造技術による配電器断続接点火花消去回

路用MPコンデンサほ,多年の研究試作検討の結果,実

刷化に成功し,現在量塵化されている｡実用 験の結果

をこよれば現′l三約23,000km走行して異状ないという高信

頼度が実』され,さらに紀行中である｡また従来の紙コ

ンデンサの兢に小形化されているため,分配掛こ内装さ

れ放り扱い保′-､1:上きわめて有利になった｡

第2図 21VlOHP始動電動機および主電磁開閉許

第3匝l標準形真空進角装置付配電器
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第51¥】単車帽 MP コンデンサ

弟5図に示すコンデンサほ日.~立積年の技術の集積によ

る独l■1のもので同一用途のペーパー･コンデンサに比し

て約68%の体硫に小形化されている｡牲能においても

容量tan∂,絶縁抵抗の劣化粕炸は現在矧椚ヒされてい

る配電器川と同等である｡

7.2 気 化 器

近年道路の状況が次第に改喜されてきたが,これに伴

い自動車†1了エンジンも

なってきた｡.

ユ‥吊 化 川力増加の傾向が署二しく

この情勢に対応するため,梢に高H力別の 形気化器

の研究を続けてきたが,この成果として複動弁式双胴気

化者達VG36型を完成した(〕

一般に気化器に要求される性能として,低速時の燃料

消費および高速時の侶力とがあるが,従来の隕胴式気化

揖では,これら両方の要求をjt耶寺に満足させることはむ

ずかしかった｡しかしこのVG36哨気化君は,高

気化 用気化器を･一休にして上記の要求を満足さ

せるようにした

すなわちエンジンが低速川転のときは,低速側気化器

(一次側)のみ働き燃料消費の節減および加速性能の向

上をほかり,エンジンが高速になるとベンチュリの負旺

によりダイヤプラムが作用し,日動的に高速気化器(二

第6図 VG36塑 化 器

第7図 HC42-1型 気化 暑旨

次側)が作川し始める.このため高速時にほ2個の気化

器が作川したと同じ結果になり,出力を大幅に増加する

ことができる｡

また三輪単用気化器の分野においても新たに横形気化

器IiC42型が完成した.｡これほ従来の気化器と同様に

日立製作所独特の多孔ノズル方式を採用し,燃料消費,

Ⅲ力ともにすぐれており,さらに加速性能が一段と向上

している､〕また取り扱いの面でも容易であり扱いやすい

気化諾手である｡

本気化船ほ,ダイハツ2トン舐RKO型3輪中に採用

され好評を得ている.〕

7.3 点火 プ ラ グ

取付ネジ部の長い,いわゆるロングリーチ型点火プラ

グは高圧縮,高速エンジンの設計上好部′含の場合が多い

ので,近時次第に需要が増加しつつある｡[l立製作所ほ

この趨勢と期待にこたえて過般,競走革などの高 コニン′

ジン用点火プラグを完成し 斧方面に矢川され好評せ得

ているが,さらに一般的日動中川として,L46Jおよび

L46J-S 型を完成,品産に移行した｡これら新形プラ

グは,かねてより実施してきた実用性能,台上エンジン

耐久および実車走行耐久の各試験のすべてにおいて

品に比し格段の好成
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を収めた｡

なお,L46J型ほ,オースチン,ニッサンジュニア,
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■第8岡 ロソブリーチ14mm点火プラク

左:L16J塾, イi:L46J-S型

-

■

ヒルマン,プリンスなどL46トS 型(スモールヘキサ

ゴン)はトヨペット,オオタ,ホンダドリームなどの答

申に適合するものであり,今後の成果が期待される｡

7.4 車輌静特性試験装置

32年防衛げ戌術研究所に納入したシャシーダ'ィナモノ

一夕(周明怖)に引続き製作中であった車輌

装置が完成し, ｢･#原偵棺

はさんで掘付けら一れた二

本機ほ重量40t以下の

性特

場の動特性試験機と操作室を

机申または装輪中の重量,蛋

第41巻 第1号

心,最大傾斜角,転倒角などの静的特性を測定し,設計,

保!､1三上の資料を得るのが目的である｡

本機は4台の秤で支持された傾斜台上に被 験車を緊

定し,各秤の指示量を合計して重量を測定,各秤の指示

量より奄心を通る垂直線の位筒を算出する｡ただしその

ままでほ私心の高さは求められないので,傾斜台の片側

む押上げて偵斜せしめ,各秤の指示の変化より 心の 局

さを測定する｡秤の指示量は操作室操作台上のメータに

表示される｡

傾斜f㌻の移動秤側は秤上の支持台上で連結し,固定側

ほ電動式押上スクリューを経て秤上に固定し,傾斜台を

押上げ得る｡

傾斜台せ傾斜させる場合は,操作台上のスイッチによ

り遠方操作で行い傾斜角はそれぞれ傾斜台上および操作

f~トヒのメータに表示される｡なお試験

赦する際,各秤に加わる衝

を傾斜台上に塔

を防止するため,堵載時ほ

速力操作にて傾斜台の四万を別個の電動式支持台で支持

し,本~友持台で支持中ほ傾斜台の操作ができぬようイソ

ダーロックしてある｡

本懐の完成により既納の動特性測定装置とあわせ,事

柄の行程作能.試験を室内で行うことが可能となり,事柄

の設計___【二の貴重な

ようになった｡

料を精密,迅速に得ることができる

第9団 車 禰 静 特 性 試 験 装 置
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